
            軟   式   野   球 

 期   日   令和 ５年 ９月 10日（日） 

 会   場   浜松可美公園野球場 

        （ 浜松市南区増楽町 920－2 ℡053-449-1155  Fax 053-449-1186 ） 

  問合わせ先   可美公園総合センター 

        （ 浜松市南区増楽町 920－2 ℡053-449-1155  Fax 053-449-1186 ） 

開 会 式   実施しません 

 競技開始   午前９時 30分 

 予 備 日   令和 ５年 ９月 17日（日）会場・時間ともに同じ 

 

競  技  役  員 

種目別大会委員長  酒井 亮（静岡） 

委 員 長  香川 朋博（静岡） 

副委員長  佐藤 芳樹（岐阜） 林 康太（愛知） 

総務委員  日野 信太郎  横山 大悟  中村 茉絵 

記  録  日野 信太郎 

救  護  横山 大悟 

審判委員   浜松市審判部 

補 助 員  出場校 軟式野球部員 

 

組   合   せ 

        

  

 

 

第２試合 

                       １２：３０～ 

        

 

             第１試合 

             ９：３０～ 

 

 

   

※ベンチは、組み合わせ番号の若いチームを１塁側とする 

 

2 刈谷東高校 

  （愛知県） 

3 キラリ高校 

  （静岡県） 

1 岐阜連合 

（岐阜県） 



注  意  事  項 

試合規定   2023 年度公認野球規則ならびに全国大会特別規定による。 

   

競技方法   ① 全試合７回制とし、２時間を超えて新しいイニングには入らない。ま

た、５回以降 7 点差以上の場合は、コールド制を適用する。 

       ② ７回終了時点で同点の場合は、タイブレーク制を適用し、勝敗を決め

る。 

         ③ ２時間を超え、７回に達していない場合も、新しい回に入らず、タイブ

レーク制を適用し、勝敗を決める。 

                    ※タイブレーク制の方法 

          Ａ．打順はタイブレーク開始直前のイニング終了時の打順を引き継ぐ

ものとする。（次回以降も前イニング終了後からの継続打順） 

Ｂ．走者は無死１・２塁の状態から行うものとする。この場合の二人の走

者は、前項の先頭打者の前の打順の者が一塁走者、一塁走者の前の打

者の者が二塁走者となる。 

Ｃ．タイブレークを開始する各イニングの前に、審判委員と両チームは各

塁上の走者に誤りがないか十分に確認する。 

Ｄ．タイブレークにおいての選手交代は、それ以前にベンチに退いた選手

は除く。 

Ｅ．タイブレーク採用からの投球数、塁打数は公式記録から除く。 

Ｆ．タイブレークからのタイムの回数は、守備側、攻撃側とも１イニング

につき１回とする。 

         ④ 雨天により試合続行が不可能と審判が判断した場合には、５回終了して

いればコールドゲームとする。 

 

  試合方法   トーナメント方式 

 

使 用 球   全日本軟式野球連盟公認球「ＴＯＰボール」Ｍ号を使用する。 

※試合球は主催者で用意する。 

   

  参加資格   全国高等学校定時制通信制軟式野球連盟に都道府県予選大会から加盟した学

校で、学校長が在学を認め、当連盟に各都道府県より登録されている定時制

通信制の生徒。 

             ただし、同一校の同一課程で編成できるチームは１チームとする。また、チ

ームの編成において、定時制課程、通信制課程の生徒による混成は原則とし

て認めない。なお、連合チーム・合同チームで参加する場合も、加盟は学校

ごとに行うものとする。 

         また、次の項目に該当する生徒は本大会には出場できない。 



① 全国高等学校軟式野球選手権大会（予選を含む）に登録した生徒は、そ

の年度。 

② 日本高等学校野球連盟硬式野球部に登録した定時制通信制課程の生徒

は、移籍した日から満１年間。 

③ 全日制課程から転編入、転籍した生徒で全日制課程在籍中、日本高等学

校野球連盟硬式野球部に登録した生徒は、その年度。 

④ 高等学校卒業資格を有する生徒。 

⑤ 全国大会に出場（登録）した回数が４回（三年生在籍生徒は 3回）に達

した生徒。 

⑥ 社会人硬式野球大会（予選を含む）に登録した生徒。 

⑦ 全日本軟式野球連盟の全国大会（天皇賜杯、高松宮賜杯）、東日本軟式

野球大会および、西日本軟式野球大会に出場した生徒は、その年度。 

⑧ 一部の教科・科目の履修を目的とする生徒。 

⑨ 参加資格規定に触れるチーム・選手、または登録していない選手を出場

させたことが分かった場合は、その時点で相手校に勝利を与える。 

⑩ 参加資格規定に触れたチームが大会組み合わせ抽選後に判明した場合、

失格として相手校を不戦勝にする。 

⑪ 参加資格規定に触れたチームが試合中に発見されたときは、ただちに試

合を没収して相手校に勝利を与える。 

⑫ 参加資格規定に触れたチームが試合後に判明したときには、そのチーム

の勝利を取消、最後に試合を行ったチームに勝利を与え、それ以前にさ

かのぼって再試合は行わない。 

 

  参加人数   責任教師・監督・助監督・コーチ・記録員 各１名 選手 15名以内 

 

  表  彰   あり 

       

   そ の 他    ① 各学校は、必ず１名の責任教師が引率し、大会中はすべての行動に責任

を負うものとする。 

② 参加チームは、試合開始 60分前までに到着すること。到着したチームの

責任教師は、その旨を本部に連絡すること。また、責任教師と主将は試

合開始 30分前に、各チームが用意するメンバー表（本部：１、対戦校：

１、自チーム控え：１）に必要事項を記入し本部に集合すること。その

際、静岡県高体連に提出した選手名簿（コピー可）も添えて提出するこ

と。 

③ 大会中の不慮の事故または疾病に対して、主催者は一切の責任を負わな

い。出場チームは、選手の健康保険証を持参のこと。 

④ 試合中、選手の負傷その他健康上の理由で、主催者が試合の続行を不適

当と認めたときは、当該選手またはそのチームに試合を停止させること

がある。 



⑤ 試合の審判員は、主催者において委嘱する。 

⑥ 試合中、野球規則に認められていない審判上の抗議は一切厳禁とする。 

⑦ シートノックは、７分以内とする。ただし、天候・球場の状況などによ

り実施しない場合もある。ノッカーはユニフォーム着用のこと。 

⑧ グランド整備は、各チームで行うこと。 

⑨ 危険防止のため、打者、走者、ランナーコーチはヘルメット着用しなけ

ればならない。また、捕手は守備用具（マスク、ヘルメット、プロテク

ター、レガース、スロートガード）を着用しなければならない。 

⑩ 危険防止のため、球場内へのマスコットバット及びバットリングの持ち

込みは禁止とする。 

⑪ 金属製バット・カーボン製バットは「全日本軟式野球連盟」が承認した

ものに限る。（Ｊ・Ｓ・Ｂ・Ｂマーク入り） 

⑫ 責任教師は監督・助監督・コーチを兼任する場合ほかは、平服でベンチ

に入ること。 

⑬ 監督・助監督・コーチはユニフォーム着用でなければベンチに入ること

はできない。 

⑭ 登録されたマネージャーは、制服またはジャージでベンチに入ることが

できる。（マネージャーは生徒１名とする） 

⑮ 雨天による開催の可否決定は、午前 6時に行う。 

⑯ 気象状況によっては、イニング間等に給水時間を設ける場合がある。 

 

 

 

《  連  絡  先  》 

静岡中央高等学校 香川 朋博 

   ＴＥＬ 054-209-1814 

          携 帯 080-6207-1751（大会期間中はこちらへお願いします） 

 

 


